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内　　容

事業の評価

地域課題の抽出方法や
企画立案の評価

事業の公益性・実効性・効率性の

評価など

　　　　　北区自治協議会 自然文化部会

備考

【外来種駆除作戦！福島潟でブラックバスを釣ろう】
・日時　　令和６年８月31日（土）午前５時～９時
・会場　　福島潟　中洲
・対象　　どなたでも　35名（応募多数の場合抽選）
・参加料　1,000円
・参加者数　35名
・釣果、雷魚１、小魚１
・アンケート（回答数11）また参加したい８人、参加したくない３人
〇感想
・安全に釣りをする場所を確保してほしい。事前に職員などが挑戦し、釣れるのか、釣れる
ポイントなどを把握していく必要があるのではないか。
・ブラックバスは釣れないので雷魚地引網や外来種捕獲調査、ザリガニ釣り大会、ハスや
菱の試食会などの企画にしてもいいと思う。
【トークセッション「潟料理の魅力を語る」】
・日時　令和6年11月23日(土)　正午～午後1時
・会場　水の駅　ビュー福島潟6階 展望ホール
・参加者数 25人
・トークセッション
　出演者　長谷川哲夫さん(福島潟新井郷川漁業協同組合代表理事組合長)
　　　　　佐藤忠明さん(割烹松潟屋代表取締役社長）
　　　　　小柳光明さん(北区産業振興課文化・スポーツ係係長)
・北区魅力クイズ
　北区の魅力を知るクイズの出題と北区ゆかりの賞品（工芸品、食物など）の進呈
・アンケート結果(回答数25)大変よかった 15人、よかった 7人
〇感想
・長谷川さんの話がためになった。佐藤さんの話も面白かった。みなさんの努力で福島潟
が守られていると思いました。
・潟料理が食べられるお店をもっと知りたいです。
・素晴らしい企画でした。産業振興に興味があり、参加できたことに感謝します。クイズは難
しかったです。
・娘と一緒に楽しく参加させていただきました。この自然を大切にしていきたいです。その中
で潟料理にも親しんでいきたいです。

テーマ・事業名
北区　魅力発信事業

【事業費予算　800千円】

事業目的・概要
　区民等が北区の自然・食・文化等の魅力に触れ、理解を深める。
　北区の魅力を発信し、交流人口の拡大を図る。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

〇外来種駆除作戦！福島潟でブラックバスを釣ろう
　はじめての企画に、全国各地からの応募があった。釣果はなく、船の安全性や中州に上
陸できなかったことなど、課題は多くあった。しかし、福島潟に来てもらえるいい機会になる
ことがわかったので、次回実施の際は、改善を図り取り組む。

〇トークセッション「潟料理の魅力を語る」
　概ね好評だった。参加人数が限られるので、さらに北区の魅力を広めるために、口コミや
SNSなどを活用するなど、発信方法も工夫しながら取り組む必要がある。
　福島潟自然文化祭では、雁迎灯が1週間点灯しているので、その期間を利用してのイベ
ント開催も相乗効果があると考える。


